
 

 

 

 

 

 

 

 

■ 
職業能力形成プログラム（有期実習型訓練）

のモデルカリキュラム集 
■ 

 

 

平成 22 年度作成業種（4 業種） 

■ 旅館業 

■ フィットネス産業 

■ 産業廃棄物処理業 

■ ウェブ・コンテンツ制作業 

本冊子に掲載したモデルカリキュラムは、有期実習型訓練を導入・活用する企業が

独自カリキュラムを作成する際の参考として、または相談支援ツールとして作成した

ものであり、モデルカリキュラムと訓練計画の認定とは無関係であることにご留意く

ださい。 

また、このモデルカリキュラム作成にあたっては、有期実習型訓練の基本型の要件

（平成２０年７月時点）に基づき、業種毎に活用することを前提に作成しています。 



※本冊子に掲載したモデルカリキュラムのデータは、職業能力開発総合大学校 能力

開発研究センターホームページ「職業能力開発ステーション サポートシステム」の

「カリキュラムモデル検索」よりダウンロードできます。 

http://www.tetras.uitec.ehdo.go.jp/CurriculumModel/ 

 

 

 

※厚生労働省ホームページ「モデル評価シート・モデルカリキュラム 一覧表」からもダウン

ロードできます。 

http://www.mhlw.go.jp/bunya/nouryoku/job_card01/jobcard05.html 
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時　間
Off-JTの実

施主体
備考

安全衛生作業
他教科
に包含

接客サービス基礎 30

設備管理（館内・客室・
浴室の清掃・整備）基礎

90

玄関・ロビー・フロント業
務基礎

30

客室サービス基礎 90

食事・宴会サービス基礎 70

その他の旅館サービス
基礎

30

職業能力基礎講習 12

安全衛生 6

旅館業の心構え・基本 18

旅館業の概要 15
名所・名跡・主要

公共機関の実地

見学での理解

能力評価 10

安全衛生作業 6

外国語教育 12 ※必要な言語を選択

特別教育、技能講習 6 指定講習機関 ※必要に応じて選択

仕 上 が り 像

実
技

旅館業の関連法規、宿泊約款の理解、フロント業務の理
解、客室業務の理解、お食事・宴会業務の理解、館内設
備の理解、お客様からの苦情、衛生管理、危機管理、施
設管理、地域文化・名所名跡・イベント・名産等の理解

主要な設備
機器、教材

食品衛生責任者講習、日本の宿おもてなし検定（初級）
など

座学等（Off-JT）計  85.0時間

有期実習型訓練合計  425.0時間

座
学
等

（
Ｏ
f
f
―

Ｊ
Ｔ

）

ジョブ・カード、リネン類、客室設備、フロント設備、宴会場設備、配膳設備、清掃道具一
式、制服（和装など）、電話・ＦＡＸ、パソコン、予約・宿泊管理システム等

有
期
実
習
型
訓
練
の
内
容

旅館業接客サービス科訓練カリキュラム

訓 練 科 名 ( コ ー ス 名 )

訓 練 目 標

安全作業、衛生管理、施設管理、５Ｓ（整理、整頓、清
掃、清潔、躾）、労働災害の防止、リスクアセスメント、救
急対応、食品衛生、感染症対策

実
習

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ

）

OJT計  340.0時間

2011/3/4

旅館業接客サービス科
（旅館おもてなし基本コース）

訓練修了後
の関連職種

旅館業における接客サービス及
び旅館管理（衛生・環境管理）

現場特有の安全のポイント、職場のルール、安全確保、
整理整頓、ヒヤリハット対応・対策、危険予知訓練(KYT)、
消防設備・避難経路等の把握、施設設備の整備・点検、
衛生管理、食品衛生や感染症対策

販売商品の整頓・補充、販売対応（商品説明、レジ精算
など）、防災・防犯対策、外国語実習

お客様の送迎、チェックイン・チェックアウト業務、電話応
対、クローク業務、遺失物対応、一次クレーム対応

客室の理解、客室へのご案内、お呈茶（ていちゃ）、客
室・食事・浴場等館内施設の説明、和室でのマナー、寝
具の準備・収納

旅館の経営理念・方針の理解、理念・方針にあったサー
ビスとは、おもてなし精神の理解と接客、お客様心理の
理解、服装（着付け）・身だしなみ、基本動作・マナー（挨
拶、お辞儀等）、言葉遣い、障がい者の理解、外国人対
応、異文化理解

　職業意識の啓発を促し、社会人としての常識や心構えを身につけ、旅館業における接客サービ
スの理念・実務、旅館業業務の流れ及び安全衛生について理解するとともに、接客サービスの実
践的な知識と技能を習得する。

　旅館業に関する業務の流れを理解し、お客様に対する一連の接客サービス遂行及び設備の清
掃・整備ができること。なお、特有の知識や技能を必要とする作業や経験が必要な作業について
は、監督者の助言・指導の下、業務遂行ができる。

安全作業（５Ｓ活動、安全点検、ＫＹ活動）、衛生管理実
務、保安・防災活動、事故発生時の対応

オリエンテーション、ジョブ・カードによる能力評価（企業評
価、自己評価）

働く意識と取組・責任感、ビジネスマナー、企業ビジョンに
基づく業務の推進（企業理念、行動指針、サービスポリ
シー、社会的役割）、ホスピタリティの実践、チームワーク
とコミュニケーション、企業倫理とコンプライアンス、パソコ
ンの基本操作

宴会場・食堂の準備・設営、お客様のご案内、配膳サー
ビス、注文対応、後片付け・清掃

館内設備の把握、館内・客室の清掃・整備、客室アメニ
ティの確認・補充、浴場の清掃・整備、備品の整理・補充

実技計  24.0時間

学科計  61.0時間

職務名又は教科名 職務又は教科の内容

服装・身だしなみ、着付け、挨拶・発声、基本動作・マ
ナー（お辞儀、身のこなし方等）、言葉遣い、おもてなし精
神の心掛け、問い合わせ対応、積極的なコミュニケーショ
ン、緊急対応、障がい者対応、外国人対応、地域文化・
自旅館の理解

学
科

英語、中国語、韓国語などの初歩的会話
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時　間
Off-JTの実

施主体
備考

安全衛生作業
他教科
に包含

接客サービス基礎 30

調理準備 80

調理（補助） 170

後片付け 60

職業能力基礎講習 12

安全衛生 6

旅館業の心構え・基本 18

食品調理・食品衛生概論 18

能力評価 10

安全衛生作業 6

特別教育、技能講習 15 指定講習機関
※必要に応じて

選択

服装・身だしなみ、挨拶・発声、基本動作・マナー（お辞儀、身のこ
なし方等）、言葉遣い、問い合わせ対応、積極的なコミュニケー
ション、緊急対応、障がい者対応、外国人対応、地域文化・旅館
の理解

職務又は教科の内容

現場特有の安全のポイント、職場のルール、安全確保、整理整
頓、ヒヤリハット対応・対策、危険予知訓練(KYT)、消防設備・避難
経路等の把握、施設設備の整備・点検、衛生管理、食品衛生や
感染症対策

配膳係からの食器の引き取り・運搬、廃棄物の的確な処理、食器
等の洗浄作業・乾燥作業、食器の収納・整理整頓、厨房設備の洗
浄・整理整頓・点検、調理器具等の点検・定位置管理、調理場の
清掃・衛生管理

調理場の準備・段取り、調理器具・調理設備の操作、献立の把
握、食材の下ごしらえ、簡単な調理、食器の準備、盛り付け作業、
配膳係との連携、クレーム対応、衛生管理、温度管理、期限管
理、定位置管理

旅館の経営理念・方針の理解、服装・身だしなみ、基本動作・マ
ナー（挨拶、お辞儀等）、旅館業法等の関連法規、おもてなし精神
の理解と接客、お客様心理の理解、言葉遣い、障がい者の理解、
外国人対応、異文化理解、お食事・宴会業務の理解、危機管理、
施設管理

学科計  64.0時間

旅館業調理科訓練カリキュラム

訓 練 科 名 ( コ ー ス 名 )

訓 練 目 標

安全作業、衛生管理、施設管理、５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、
躾）、労働災害の防止、リスクアセスメント、救急対応

実
習

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ

）

OJT計  340.0時間

2011/3/4

旅館業調理科
（旅館業調理基本コース）

訓練修了後
の関連職種

旅館業における調理（補助）

仕 上 が り 像

　職業意識の啓発を促し、社会人としての常識や心構えを身につけ、旅館業における調理部門の実務、業
務の流れ及び安全衛生・食品衛生について理解するとともに、調理（補助）、及び後片付け等の周辺業務
について実践的な知識と技能を習得する。

　旅館業に関する調理部門の業務の流れを理解し、調理（補助）及び後片付けができる調理スタッフとして
活躍できること。なお、調理については、基本的な調理技術を習得し、難易度の高い料理などは指導者の
もと調理ができるなど調理技能の向上に努め、一人前の調理スタッフを目指す。

実
技

食品衛生関連法規、食品衛生、公衆衛生、クレンリネス、調理機
器・器具・食器類の理解、食文化（伝統料理、郷土料理、名産名
物、地産地消）の理解、盛り付け方法、食中毒・ノロウィルス等感
染症の理解、食品アレルギーの理解、異文化理解

実技計  21.0時間

学
科

オリエンテーション、ジョブ・カードによる能力評価（企業評価、自
己評価）

安全作業（５Ｓ活動、安全点検、ＫＹ活動）、衛生管理実務、保安・
防災活動、事故発生時の対応

職務名又は教科名

働く意識と取組・責任感、ビジネスマナー、企業ビジョンに基づく業
務の推進（企業理念、行動指針、サービスポリシー、社会的役
割）、ホスピタリティの実践、チームワークとコミュニケーション、企
業倫理とコンプライアンス、パソコンの基本操作

主要な設備機
器、教材

食品衛生責任者講習、日本の宿おもてなし検定（初級）など

座学等（Off-JT）計  85.0時間

有期実習型訓練合計  425.0時間

座
学
等

（
Ｏ
f
f
―

Ｊ
Ｔ

）

ジョブ・カード、配膳設備、食器類、調理器具（炊飯器、鍋類、焼き物器、鉄板焼き器、揚げ物器、蒸し
器、オーブン等）、厨房設備（冷蔵庫、ガス台、コールドテーブル、製氷機等）

有
期
実
習
型
訓
練
の
内
容

基本的な調理技術（切る、さばく、焼く、蒸す、炒める、揚げる等）、
調理器具・厨房設備の使用前点検、仕入れ食材の確認、飲料の
準備･確認、使用する食材の確認・準備、食材の保存・鮮度管理
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時　間
Off-JTの実

施主体
備考

安全衛生作業
他作業
に包含

店舗事務作業

イベント企画・運営作業

職業能力基礎講習 9

新規採用時研修

同等

安全衛生 12

フィットネス産業の基本知
識

12

OJT前の基本知

識の付与

能力評価 10

安全衛生作業 12

店舗ケーススタディ基本実
技

30

OJT前の基本技

能・技術の付与

ジョブ・カード、各種マニュアル・ガイドライン等の資料

各種会員手続き作業、レジ取扱、金庫取扱方法、請求書・支
払伝票管理、フロント業務の現金管理、商品陳列、商品知識、
イベント企画・運営の準備・補助、サービス説明・見学者対応、
機器・器具・プログラムの理解

有
期
実
習
型
訓
練
の
内
容

実
技

学科計  43.0時間

主要な設備機
器、教材

座学等（Off-JT）計  85.0時間

有期実習型訓練合計  425.0時間

座
学
等

（
Ｏ
f
f
―

Ｊ
Ｔ

）

　職業意識の啓発を促し、社会人としての常識や心構えを身につけ、フィットネスの理念に共鳴し、人々
の健康に奉仕する仕事に携わる使命感を理解し、店舗運営に係る基本的な知識と技能を習得する。

学
科

オリエンテーション、ジョブ・カードによる能力評価（企業評価、
自己評価）

コミュニケーション、キャリア形成、キャリア・コンサルティング
（自己理解、自己評価）、ビジネスマナー、電話応対、顧客対
応（挨拶、身だしなみ、態度、言葉遣い、ＣＳ（Customer
Satisfaction））、PDCAの理解、企業活動（事業領域、組織、経
営理念、社是等）の理解、コンプライアンス

平成23年3月作成

フィットネス産業実践科
（店舗運営コース）

訓練修了後
の関連職種

フィットネス産業における店舗運営の
職種

仕 上 が り 像

実技計  42.0時間

フィットネスクラブの事業構造、売上・利益構造、クラブの運営
方針、フィットネス産業全般に関する基礎知識、スポーツサービ
ス全般に関する基礎知識、顧客に対するベネフィットの知識、
健康・医療・介護等の基礎知識、トレーニング概要

安全作業（５Ｓ活動、安全点検、ＫＹ活動）、衛生管理実務、事
故発生時の対応、救急法（心肺蘇生、AED操作方法）

自企業で中心と

なる作業毎に教

材及び内容を選

択・削除（カスタ

マイズ）、時間を

変更し設定する。

各種会員手続き作業、レジ取扱、金庫取扱方法、請求書・支
払伝票管理、フロント業務の現金管理、商品陳列、商品知識

フィットネス産業実践科（店舗運営コース）訓練カリキュラム

訓 練 科 名 ( コ ー ス 名 )

訓 練 目 標

５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）、安全作業（安全点検、ＫＹ
活動）、事故発生時の対応、救急法（心肺蘇生、AED操作方
法）

実
習

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ

）

340

　フィットネス産業における店舗運営に係る基本的な業務ができる。

職務名又は教科名 職務又は教科の内容

OJT計  340.0時間

安全作業（５Ｓ活動、安全点検、ＫＹ活動）、衛生管理実務、事
故発生時の対応、救急法（心肺蘇生、AED操作方法）

イベント企画・運営の準備・補助、サービス説明・見学者対応、
機器・器具・プログラムの理解
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※２１５時間（OJT：Off-JT＝８：２＝１７２時間：４３時間）　　８時間／日　→　約２７日（２１５時間の勤務日数）

時　間
Off-JTの実

施主体
備考

安全衛生作業
他作業
に包含

店舗事務作業 50

イベント企画・運営作業 122

職業能力基礎講習 9

新規採用時研修

同等

安全衛生 3

フィットネス産業の基本知
識

6

OJT前の基本知

識の付与

能力評価 10

安全衛生作業 3

店舗ケーススタディ基本実
技

12

OJT前の基本技

能・技術の付与

モデルカリキュラム活用例

実
技

安全作業（５Ｓ活動、安全点検、ＫＹ活動）、衛生管理実務、事
故発生時の対応、救急法（心肺蘇生、AED操作方法）

各種会員手続き作業、レジ取扱、金庫取扱方法、請求書・支
払伝票管理、フロント業務の現金管理、商品陳列、商品知識、
イベント企画・運営の準備・補助、サービス説明・見学者対応、
機器・器具・プログラムの理解

実技計  15 .0時間

５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）、安全作業（安全点検、ＫＹ
活動）、事故発生時の対応、救急法（心肺蘇生、AED操作方
法）

フィットネスクラブの事業構造、売上・利益構造、クラブの運営
方針、フィットネス産業全般に関する基礎知識、スポーツサービ
ス全般に関する基礎知識、顧客に対するベネフィットの知識、
健康・医療・介護等の基礎知識、トレーニング概要

オリエンテーション、ジョブ・カードによる能力評価（企業評価、
自己評価）

主要な設備
機器、教材

ジョブ・カード、各種マニュアル・ガイドライン等の資料、AED（自動体外式除細動器）

イベント企画・運営の準備・補助、サービス説明・見学者対応、
機器・器具・プログラムの理解

OJT計  172 .0時間

座学等（Off-JT）計  43 .0時間

有期実習型訓練合計  215.0時間

座
学
等

（
Ｏ
f
f
―

Ｊ
Ｔ

）

学
科

コミュニケーション、キャリア形成、キャリア・コンサルティング
（自己理解、自己評価）、ビジネスマナー、電話応対、顧客対
応（挨拶、身だしなみ、態度、言葉遣い、ＣＳ（Customer
Satisfaction））、PDCAの理解、企業活動（事業領域、組織、経
営理念、社是等）の理解、コンプライアンス

仕 上 が り 像 　フィットネス産業における店舗運営に係る基本的な業務ができる。

有
期
実
習
型
訓
練
の
内
容

職務名又は教科名 職務又は教科の内容

実
習

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ

）

安全作業（５Ｓ活動、安全点検、ＫＹ活動）、衛生管理実務、事
故発生時の対応、救急法（心肺蘇生、AED操作方法）

学科計  28 .0時間

各種会員手続き作業、レジ取扱、金庫取扱方法、請求書・支
払伝票管理、フロント業務の現金管理、商品陳列、商品知識

設定条件：訓練期間３ヵ月、２１５時間、受付業務・見学者対応の習得に特化

訓 練 科 名 ( コ ー ス 名 )
フィットネス産業実践科

（店舗運営コース）
訓練修了後
の関連職種

フィットネス産業における店舗運営の
職種

訓 練 目 標
　職業意識の啓発を促し、社会人としての常識や心構えを身につけ、フィットネスの理念に共鳴し、人々
の健康に奉仕する仕事に携わる使命感を理解し、店舗運営に係る基本的な知識と技能を習得する。

自企業で中心となる作

業毎に教材及び内容を

選択・削除（カスタマイ

ズ）、時間を変更し設定

して下さい。

例では、「受付でのレジ

業務と見学者への説明」

への特化するということ

で、「商品陳列、商品知
識」「イベント企画・運営

の準備・補助」を削除し

ています。

モデルカリキュラムになく自企業で必要なものや訓練項目があ

れば追加して下さい。

訓練時間を変更する場合には、OJTとOｆｆ－JTの時間配分に設定がありますのでご注意

ください。

時間配分は、総訓練時間のうち

OJT:Oｆｆ－JT=8:2 ～ OJT:Off-JT=2：8

どちらか（OJT、Off-JT）は総訓練時間の最低2割必要です。

例）OJT時間・・・172時間とした場合は、 Off-JTは最低でも43時間は必要になります。
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時　間
Off-JTの実

施主体
備考

安全衛生作業
他作業
に包含

ジムにおける実技指導作
業

スタジオにおける実技指導
作業

スイミング・アクアにおける
実技指導作業

職業能力基礎講習 5

新規採用時研修

同等

安全衛生 6

フィットネス産業の基本知
識

6

OJT前の基本知

識の付与

トレーニングに関する基本
知識

10

OJT前の基本知

識の付与

能力評価 10

安全衛生作業 12

ジムにおける指導基本実
技

OJT前の基本技

能・技術の付与

スタジオにおける指導基本
実技

OJT前の基本技

能・技術の付与

スイミング・アクアにおける
指導基本実技

OJT前の基本技

能・技術の付与

フィットネス産業実践科（インストラクションコース）訓練カリキュラム
平成23年3月作成

訓 練 科 名 ( コ ー ス 名 )
フィットネス産業実践科

（インストラクションコース）
訓練修了後
の関連職種

フィットネス産業におけるインストラク
ションの職種

訓 練 目 標
　職業意識の啓発を促し、社会人としての常識や心構えを身につけ、フィットネスの理念に共鳴し、人々
の健康に奉仕する仕事に携わる使命感を理解し、インストラクションに係る基本的な知識と技能を習得
する。

仕 上 が り 像 　フィットネス産業におけるインストラクションに係る基本的な業務ができる。

有
期
実
習
型
訓
練
の
内
容

職務名又は教科名 職務又は教科の内容

実
習

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ

）

安全作業（５Ｓ活動、安全点検、ＫＹ活動）、衛生管理実務、事
故発生時の対応、救急法（心肺蘇生、AED操作方法）

トレーニングジム・プログラムの目的理解・作成補助、トレーニ
ング器具の点検・取扱、顧客へのプログラムの目的・注意事項
の説明、顧客への助言・指導、トレーニングジムの指導内容の
評価と改善提案

スイミング・アクアプログラムの目的理解・作成補助、トレーニン
グ器具の点検・取扱、顧客へのプログラムの目的・注意事項の
説明、顧客への助言・指導、スイミング・アクアプログラムの指
導内容の評価と改善提案

OJT計  340.0時間

座
学
等

（
Ｏ
f
f
―

Ｊ
Ｔ

）

学
科

コミュニケーション、キャリア形成、キャリア・コンサルティング
（自己理解、自己評価）、ビジネスマナー、電話応対、顧客対
応（挨拶、身だしなみ、態度、言葉遣い、ＣＳ（Customer
Satisfaction））、PDCAの理解、企業活動（事業領域、組織、経
営理念、社是等）の理解、コンプライアンス

５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）、安全作業（安全点検、ＫＹ
活動）、事故発生時の対応、救急法（心肺蘇生、AED操作方
法）

スポーツサービス全般に関する基礎知識、顧客に対するベネ
フィットの知識、フィットネス産業全般に関する基礎知識、クラブ
の運営方針、健康・医療・介護等の基礎知識

運動生理学、食事及び栄養学、体力トレーニング、各体力要素
別のトレーニング方法、トレーニングの手段・種目（ウェイトト
レーニング、マシンジム、スイミング、アクアプログラム、エアロ
ビクス、マットエクサイズ）

学科計  37.0時間

実
技

安全作業（５Ｓ活動、安全点検、ＫＹ活動）、衛生管理実務、事
故発生時の対応、救急法（心肺蘇生、AED操作方法）

スイミング・アクアプログラムの目的理解・作成補助、トレーニン
グ器具の点検・取扱、顧客へのプログラムの目的・注意事項の
説明、顧客への助言・指導、スイミング・アクアプログラムの指
導内容の評価と改善提案

実技計  48.0時間

座学等（Off-JT）計  85.0時間

有期実習型訓練合計  425.0時間

主要な設備機
器、教材

ジョブ・カード、各種マニュアル・ガイドライン等の資料、トレーニング器具

スタジオ・プログラムの目的理解・作成補助、スタジオ器具の
点検・取扱、音楽・BGMの取扱、顧客へのプログラムの目的・
注意事項の説明、顧客への助言・指導、スタジオ・プログラム
の指導内容の評価と改善提案

340

自企業で中心と

なる作業毎に教

材及び内容を選

択・削除（カスタ

マイズ）、時間を

変更し設定する。

トレーニングジム・プログラムの目的理解・作成補助、トレーニ
ング器具の点検・取扱、顧客へのプログラムの目的・注意事項
の説明、顧客への助言・指導、トレーニングジムの指導内容の
評価と改善提案

スタジオ・プログラムの目的理解・作成補助、スタジオ器具の
点検・取扱、音楽・BGMの取扱、顧客へのプログラムの目的・
注意事項の説明、顧客への助言・指導、スタジオ・プログラム
の指導内容の評価と改善提案

36

オリエンテーション、ジョブ・カードによる能力評価（企業評価、
自己評価）
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※４８０時間（OJT：Off-JT＝８：２＝３８４時間：９６時間）　　８時間／日　→　６０日（４８０時間の勤務日数）

時　間
Off-JTの実

施主体
備考

安全衛生作業
他作業
に包含

ジムにおける実技指導作
業

スタジオにおける実技指導
作業

スイミング・アクアにおける
実技指導作業

職業能力基礎講習 5

新規採用時研修

同等

安全衛生 6

フィットネス産業の基本知
識

6

OJT前の基本知

識の付与

トレーニングに関する基本
知識

10

OJT前の基本知

識の付与

能力評価 10

安全衛生作業 9

ジムにおける指導基本実
技

OJT前の基本技

能・技術の付与

スタジオにおける指導基本
実技

OJT前の基本技

能・技術の付与

スイミング・アクアにおける
指導基本実技

OJT前の基本技

能・技術の付与

384

50

実
技

安全作業（５Ｓ活動、安全点検、ＫＹ活動）、衛生管理実務、事
故発生時の対応、救急法（心肺蘇生、AED操作方法）

座学等（Off-JT）計  96 .0時間

有期実習型訓練合計  480.0時間

主要な設備機
器、教材

ジョブ・カード、各種マニュアル・ガイドライン等の資料、トレーニング器具、AED（自動体外式除細
動器）

オリエンテーション、ジョブ・カードによる能力評価（企業評価、
自己評価）

学科計  37.0時間

トレーニングジム・プログラムの目的理解・作成補助、トレーニ
ング器具の点検・取扱、顧客へのプログラムの目的・注意事項
の説明、顧客への助言・指導、トレーニングジムの指導内容の
評価と改善提案

スタジオ・プログラムの目的理解・作成補助、スタジオ器具の
点検・取扱、音楽・BGMの取扱、顧客へのプログラムの目的・
注意事項の説明、顧客への助言・指導、スタジオ・プログラム
の指導内容の評価と改善提案

スイミング・アクアプログラムの目的理解・作成補助、トレーニン
グ器具の点検・取扱、顧客へのプログラムの目的・注意事項の
説明、顧客への助言・指導、スイミング・アクアプログラムの指
導内容の評価と改善提案

実技計  59 .0時間

スタジオ・プログラムの目的理解・作成補助、スタジオ器具の
点検・取扱、音楽・BGMの取扱、顧客へのプログラムの目的・
注意事項の説明、顧客への助言・指導、スタジオ・プログラム
の指導内容の評価と改善提案

スイミング・アクアプログラムの目的理解・作成補助、トレーニン
グ器具の点検・取扱、顧客へのプログラムの目的・注意事項の
説明、顧客への助言・指導、スイミング・アクアプログラムの指
導内容の評価と改善提案

OJT計  384 .0時間

座
学
等

（
Ｏ
f
f
―

Ｊ
Ｔ

）

学
科

コミュニケーション、キャリア形成、キャリア・コンサルティング
（自己理解、自己評価）、ビジネスマナー、電話応対、顧客対
応（挨拶、身だしなみ、態度、言葉遣い、ＣＳ（Customer
Satisfaction））、PDCAの理解、企業活動（事業領域、組織、経
営理念、社是等）の理解、コンプライアンス

５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）、安全作業（安全点検、ＫＹ
活動）、事故発生時の対応、救急法（心肺蘇生、AED操作方
法）

スポーツサービス全般に関する基礎知識、顧客に対するベネ
フィットの知識、フィットネス産業全般に関する基礎知識、クラブ
の運営方針、健康・医療・介護等の基礎知識

運動生理学、食事及び栄養学、体力トレーニング、各体力要素
別のトレーニング方法、トレーニングの手段・種目（ウェイトト
レーニング、マシンジム、スイミング、アクアプログラム、エアロ
ビクス、マットエクサイズ）

仕 上 が り 像 　フィットネス産業におけるインストラクションに係る基本的な業務ができる。

有
期
実
習
型
訓
練
の
内
容

職務名又は教科名 職務又は教科の内容

実
習

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ

）

安全作業（５Ｓ活動、安全点検、ＫＹ活動）、衛生管理実務、事
故発生時の対応、救急法（心肺蘇生、AED操作方法）

トレーニングジム・プログラムの目的理解・作成補助、トレーニ
ング器具の点検・取扱、顧客へのプログラムの目的・注意事項
の説明、顧客への助言・指導、トレーニングジムの指導内容の
評価と改善提案

設定条件：訓練期間６ヵ月、４８０時間、ジム・スタジオインストラクションの習得に特化

訓 練 科 名 ( コ ー ス 名 )
フィットネス産業実践科

（インストラクションコース）
訓練修了後
の関連職種

フィットネス産業におけるインストラク
ションの職種

訓 練 目 標
　職業意識の啓発を促し、社会人としての常識や心構えを身につけ、フィットネスの理念に共鳴し、人々
の健康に奉仕する仕事に携わる使命感を理解し、インストラクションに係る基本的な知識と技能を習得
する。

ジムとスタジオ担当に特化すること

で、スイミングトレーニング部分は
削除

訓練時間を変更する場合には、OJTとOｆｆ－JTの時間配分に設定がありますのでご注意

ください。

時間配分は、総訓練時間のうち

OJT:Oｆｆ－JT=8:2 ～ OJT:Off-JT=2：8

どちらか（OJT、Off-JT）は総訓練時間の最低2割必要です。

例）OJT時間・・・384時間とした場合は、 Off-JTは最低でも96時間は必要になります。

ジムとスタジオ担当に特化すること

で、スイミングトレーニング部分は

削除

モデルカリキュラムになく自企業で必要なものや訓練項目があ

れば追加して下さい。

「ジム実技」と「スタジオ

実技」における時間数
が、決まっている場合

は、時間数を分けて書

いてください。

例）ジム200、スタジオ

184 など
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時　間
Off-JTの実

施主体
備考

安全衛生作業
他教科
に包含

収集・運搬 120

車両点検 60

積替え 80

検査・受入れ・保管 80

職業能力基礎講習 12

安全衛生 3

産業廃棄物処理業の基本
知識

12

廃棄物の性状・ 危険 性、
車両知識

12

能力評価 10

安全衛生作業 6

必須実技
（特別教育、技能講習）

30 指定講習機関

各種資格・免許

から職務遂行に

必要な優先度に

より選択

主要な設備機
器、教材

公害防止管理者、フォークリフト運転技能講習、クレーン・デ
リック運転士、移動式クレーン運転士、玉掛技能講習、車両系
建設機械運転技能者など必要により選択

座学等（Off-JT）計  85.0時間

有期実習型訓練合計  425.0時間

座
学
等

（
Ｏ
f
f
―

Ｊ
Ｔ

）

ジョブ・カード、各種マニュアル・ガイドライン等の資料、産業廃棄物ガイドブック（（社）全国産業廃棄
物連合会）、社内管理体制構築のすすめ（（社）全国産業廃棄物連合会）、各種保護具、各種運搬
車両、台貫、保管施設、サンプルマニフェスト

有
期
実
習
型
訓
練
の
内
容

平成22年3月作成

産業廃棄物処理業実践科
（収集・運搬及び積替え・保管職種コース）

訓練修了後
の関連職種

産業廃棄物処理業における収集・運搬
及び積替え・保管職種

仕 上 が り 像

実
技

廃棄物の物理的・化学的特性、性状、含有物等の理解、廃棄
物の危険性と取り扱いの基本、運搬車両の種類と特性、車両
トラブルとその対応方法

日常点検と定期点検、車両ごとの点検方法の把握、車両清
掃、車両整備の安全対策

排出事業者からのマニフェストの交付と内容の確認、積替え作
業補助、搬入・搬出品目の確認

業界関連法規の基本、法的責任、産業廃棄物処理の流れ、自
社の許可品目、マニフェスト制度、環境マネジメントシステム
（EMS）、関係法令、道路交通法・道路運送車両法の概要、危
険物取扱

産業廃棄物処理業実践科（収集・運搬及び積替え・保管職種コース）訓練カリキュラム

訓 練 科 名 ( コ ー ス 名 )

訓 練 目 標

５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）、安全装置や保護具の用途
と安全作業（安全点検、ＫＹ活動）、労働災害の防止、健康管
理

実
習

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ

）

　職業意識の啓発を促し、社会人としての常識や心構えを身につけ、産業廃棄物処理業における取扱
い品目や業務の流れ及び労働安全衛生について理解するとともに、収集・運搬及び積替え・保管作業
に必要となる実践的な知識と技能を習得する。

　産業廃棄物処理業に関する取扱い品目や業務の流れを理解し、収集・運搬及び積替え・保管職種と
して一連の作業を把握し、作業補助を通じて自身で業務遂行ができる。なお、難易度や危険度の高い
作業については、監督者の指導の下、作業遂行ができる。

安全作業（５Ｓ活動、安全点検、ＫＹ活動）、衛生管理実務、保
安・防災活動、事故発生時の対応

オリエンテーション、ジョブ・カードによる能力評価（企業評価、
自己評価）

コミュニケーション、キャリア形成、キャリア・コンサルティング
（自己理解、自己評価）、ビジネスマナー、電話応対、顧客対
応（挨拶、身だしなみ、態度、言葉遣い、ＣＳ（Customer
Satisfaction））、PDCAの理解、企業活動（事業領域、組織、経
営理念、社是等）の理解、コンプライアンス

現場特有の安全のポイント、職場のルール、安全確保、整理
整頓、ヒヤリハット対応・対策、工具・機器の適正な取扱い、危
険予知訓練(KYT)、危険物取扱

受入れ可能廃棄物の組成・性状の理解、保管施設の役割・基
準の理解、廃棄物ごとの保管方法の把握、適切な保管方法の
作業補助、最大保管量や高さ制限等を把握し保管状況の管理

実技計  36.0時間

学科計  49.0時間

職務名又は教科名 職務又は教科の内容

収集運搬計画の把握、自社の許可品目の把握、廃棄物管理
票（マニフェスト）の確認、運搬車両の特性を理解した積込み、
不適合品や不純物の選別補助、収集品目とマニフェストの確
認補助、安全運転、エコドライブの実施、運転指導・同乗実習、
運搬中のトラブル対応、排出事業者ごとの搬入経路や通行許
可の把握、日報の管理

学
科

OJT計  340.0時間
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時　間
Off-JTの実

施主体
備考

安全衛生作業
他教科
に包含

検査・受入れ 100

分類・保管・選別 80

操業前工程（段取り）・プラ
ント運転補助・清掃・日常
点検

100

搬出 60

職業能力基礎講習 12

安全衛生 3

産業廃棄物処理業の基本
知識

12

廃棄物の性状・危険性 12

能力評価 10

安全衛生作業 6

必須実技
（特別教育、技能講習）

30 指定講習機関

各種資格・免許

から職務遂行に

必要な優先度に

より選択

学
科

　職業意識の啓発を促し、社会人としての常識や心構えを身につけ、産業廃棄物処理業における取扱
い品目や業務の流れ及び労働安全衛生について理解するとともに、中間処理作業に必要となる実践
的な知識と技能を習得する。

　産業廃棄物処理業に関する取扱い品目や業務の流れを理解し、中間処理職種として受入れ～中間
処理～搬出までの作業を把握し、一連の作業補助を通じて自身で業務遂行ができる。なお、難易度や
危険度の高い作業については、監督者の指導の下、作業遂行ができる。

安全作業（５Ｓ活動、安全点検、ＫＹ活動）、衛生管理実務、保
安・防災活動、事故発生時の対応

オリエンテーション、ジョブ・カードによる能力評価（企業評価、
自己評価）

コミュニケーション、キャリア形成、キャリア・コンサルティング
（自己理解、自己評価）、ビジネスマナー、電話応対、顧客対
応（挨拶、身だしなみ、態度、言葉遣い、ＣＳ（Customer
Satisfaction））、PDCAの理解、企業活動（事業領域、組織、経
営理念、社是等）の理解、コンプライアンス

実技計  36.0時間

学科計  49.0時間

職務名又は教科名 職務又は教科の内容

許可品目と不適合品の判断及び対応補助、廃棄物管理票（マ
ニフェスト）による入荷物の確認・検査・受入れ作業補助、台貫
による計測・受入れ作業、積替え作業補助、運搬収集車両の
誘導作業補助

現場特有の安全のポイント、職場のルール、安全確保、整理
整頓、ヒヤリハット対応・対策、工具・機器の適正な取扱い、危
険予知訓練(KYT)、危険物取扱

搬出物の性状の確認、物流計画・委託先受入れ状況の確認・
調整、自社の搬出手順規定に従った作業補助、二次マニフェ
ストの発行

廃棄物の区別・選別、適切な防護具等の着用、廃棄物ごとの
保管場所の選択補助、保管状況の確認、ヒヤリ・ハットの確認

自社プラントの把握（処理品目、処理能力等）、各種廃棄物の
特性・化学反応などの取扱い上の注意点の把握、処理方法の
把握、前処理の必要性の理解、プラント運転補助、処理中のプ
ラントの状態確認・点検、プラント等の日常点検補助、マニュア
ルに基づく点検・清掃作業、点検・清掃記録

業界関連法規の基本、法的責任、産業廃棄物処理の流れ、自
社の許可品目、マニフェスト制度、環境マネジメントシステム
（EMS）、関係法令

産業廃棄物処理業実践科（中間処理職種コース）訓練カリキュラム

訓 練 科 名 ( コ ー ス 名 )

訓 練 目 標

５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）、安全装置や保護具の用途
と安全作業（安全点検、ＫＹ活動）、労働災害の防止、健康管
理

実
習

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ

）

OJT計  340.0時間

平成22年3月作成

産業廃棄物処理業実践科
（中間処理職種コース）

訓練修了後
の関連職種

産業廃棄物処理業における中間処理
職種

仕 上 が り 像

実
技

廃棄物の物理的・化学的特性、性状、含有物等の理解、廃棄
物の危険性と取り扱いの基本、中間処理方法の概要、危険物
取扱い

主要な設備機
器、教材

公害防止管理者、フォークリフト運転技能講習、危険物取扱
者、クレーン・デリック運転士、移動式クレーン運転士、玉掛技
能講習、車両系建設機械運転技能者など必要により選択

座学等（Off-JT）計  85.0時間

有期実習型訓練合計  425.0時間

座
学
等

（
Ｏ
f
f
―

Ｊ
Ｔ

）

ジョブ・カード、各種マニュアル・ガイドライン等の資料、産業廃棄物ガイドブック（（社）全国産業廃棄
物連合会）、産業廃棄物処理業におけるモデル安全衛生規程及び解説（同連合会）、各種保護具、
各種運搬車両、台貫、保管施設、中間処理プラント、サンプルマニフェスト

有
期
実
習
型
訓
練
の
内
容
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時　間
Off-JTの実

施主体
備考

安全衛生作業
他教科
に包含

検査・受入れ 100

埋立受入れ作業 80

埋立て・覆土作業 100

清掃・日常点検 60

職業能力基礎講習 12

安全衛生 3

産業廃棄物処理業の基本
知識

12

廃棄物の性状・危険性 12

能力評価 10

安全衛生作業 6

必須実技
（特別教育、技能講習）

30 指定講習機関

各種資格・免許

から職務遂行に

必要な優先度に

より選択

主要な設備機
器、教材

公害防止管理者、フォークリフト運転技能講習、クレーン・デ
リック運転士、移動式クレーン運転士、玉掛技能講習、車両系
建設機械運転技能者など必要により選択

座学等（Off-JT）計  85.0時間

有期実習型訓練合計  425.0時間

座
学
等

（
Ｏ
f
f
―

Ｊ
Ｔ

）

ジョブ・カード、各種マニュアル・ガイドライン等の資料、産業廃棄物ガイドブック（（社）全国産業廃棄
物連合会）、産業廃棄物処理業におけるモデル安全衛生規程及び解説（同連合会）、産業廃棄物最
終処分場維持管理マニュアル（同連合会）、各種保護具、各種運搬車両、台貫、保管施設、最終処
分施設、サンプルマニフェスト

有
期
実
習
型
訓
練
の
内
容

産業廃棄物処理業実践科
（最終処分職種コース）

訓練修了後
の関連職種

産業廃棄物処理業における最終処分
職種

仕 上 が り 像

実
技

廃棄物の物理的・化学的特性、性状、含有物等の理解、廃棄
物の危険性と取り扱いの基本、最終処分の概要、危険物取扱
い

受入れにあたっての基礎的情報の入手（処分場の受け入れ可
能廃棄物及び量の把握など）、廃棄物の搬入予定の調整、マ
ニフェスト等の書類と現入廃棄物の目視検査、車両の状況から
搬入量の確認、計画・マニュアルに基づき車両への指示、不適
合廃棄物の確認補助、不適合廃棄物への対応補助

車両・重機の始業前点検・終業後点検、受入れ・覆土の計画・
概要を把握、作業基準に従った安全作業、作業基準に従い地
盤の安定、受入れ・埋立ての計画的な遂行補助、安全運転

業界関連法規の基本、法的責任、産業廃棄物処理の流れ、自
社の許可品目、マニフェスト制度、環境マネジメントシステム
（EMS）、関係法令

産業廃棄物処理業実践科（最終処分職種コース）訓練カリキュラム

訓 練 科 名 ( コ ー ス 名 )

訓 練 目 標

５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）、安全装置や保護具の用途
と安全作業（安全点検、ＫＹ活動）、労働災害の防止、健康管
理

実
習

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ

）

　職業意識の啓発を促し、社会人としての常識や心構えを身につけ、産業廃棄物処理業における取扱
い品目や業務の流れ及び労働安全衛生について理解するとともに、最終処分作業に必要となる実践
的な知識と技能を習得する。

　産業廃棄物処理業に関する取扱い品目や業務の流れを理解し、最終処分職種として一連の作業補
助を通じて自身で業務遂行ができる。なお、難易度や危険度の高い作業については、監督者の指導の
下、作業遂行ができる。

安全作業（５Ｓ活動、安全点検、ＫＹ活動）、衛生管理実務、保
安・防災活動、事故発生時の対応

オリエンテーション、ジョブ・カードによる能力評価（企業評価、
自己評価）

コミュニケーション、キャリア形成、キャリア・コンサルティング
（自己理解、自己評価）、ビジネスマナー、電話応対、顧客対
応（挨拶、身だしなみ、態度、言葉遣い、ＣＳ（Customer
Satisfaction））、PDCAの理解、企業活動（事業領域、組織、経
営理念、社是等）の理解、コンプライアンス

現場特有の安全のポイント、職場のルール、安全確保、整理
整頓、ヒヤリハット対応・対策、工具・機器の適正な取扱い、危
険予知訓練(KYT)、危険物取扱

管理項目・管理基準・管理頻度に従った日常点検及び清掃、
点検項目・清掃箇所についてマニュアル等に基づいた保守点
検補助、定期点検補助、消耗部品等の定期交換、点検記録

実技計  36.0時間

学科計  49.0時間

職務名又は教科名 職務又は教科の内容

許可品目と不適合品の判断及び対応補助、廃棄物管理票（マ
ニフェスト）による入荷物の確認・検査・受入れ作業補助、台貫
による計測・受入れ作業、積替え作業補助、運搬収集車両の
誘導作業補助

学
科

OJT計  340.0時間
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時　間
Off-JTの実

施主体
備考

安全衛生作業
他教科
に包含

コンテンツ企画提案・
コーディネーション補助

240

コンテンツ掲載後の改善 100

職業能力基礎講習 12

安全衛生 3

企業倫理とコンプライア
ンス、セキュリティ、関連
法務、社内のガイドライ
ン

6

ウェブ・コンテンツ（モバ
イル）に関する理解

18

能力評価 9

安全衛生作業 3

営業実務 24

主要な設備
機器、教材

ウェブ・コンテンツ制作（モバイル）科（セールス・エンジニアコース）訓練カリキュラム

訓 練 科 名 ( コ ー ス 名 )

訓 練 目 標

安全作業、衛生管理、施設管理、５Ｓ（整理、整頓、清
掃、清潔、躾）、労働災害の防止、リスクアセスメント、
メンタルヘルス

ビジネスマナーの実践、ロールプレイング（顧客・取引
先との折衝など）、顧客満足の推進

実
習

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ

）

OJT計  340.0時間

自社の企業理念、職業倫理、個人情報管理、情報漏
えい対策、ウィルス等のリスク対策、ビジネス知識（業
界動向など）の収集、企業倫理とコンプライアンス、ＣＳ
Ｒ(Corporate Social Responsibility)、社内ガイドライン・
ルールの理解、その他関連法規

仕 上 が り 像

有
期
実
習
型
訓
練
の
内
容

企業人としてのビジネススキルを身につけ、ウェブ・コンテンツに関する基本的事項を理解する。
セールス・エンジニアのアシスタントとして、顧客が求める事業目標に対して効果的なコンテン
ツ形態の提案、また、予算、費用対効果、及び開発工数を考慮する企画提案・コーディネーショ
ンの補助を行う業務遂行能力を習得する。

ウェブ・コンテンツ制作（モバイル）業でのセールス・エンジニアのアシスタント業務を通じて職務
遂行能力を向上させ、1人前のセールス・エンジニアとして職務遂行できる。

安全確保、整理整頓、ヒヤリハット対応・対策、危険予
知訓練(KYT)、衛生管理、伝染病対策、メンタルヘル
ス

完成コンテンツのチエック及び更新管理、不具合への
相談・対応、顧客の変更要望に対する報告・相談、導
入効果の測定・報告資料作成

顧客が求める目標の把握、顧客の目標実現のための
コーディネーション補助、計画提案の根拠（訪問者数、
費用対効果など）の資料作成補助、開発部門等との
調整補助、企画書・提案書作成補助、関連部署・協力
会社などの調整補助

原則先輩従業員

の補助業務を通

じたOJTにより仕

事を習得してい

く。

対象顧客・案件

別に内容を調整

すること。（例：コ

ンテンツ制作受

注、広告代理、対

プロバイダー、対

権利者・一般企

業）

ジョブ・カード、パソコン一式、プレゼンテーションツール一式

ウェブ・コンテンツ制作（モバイル）科
（セールス・エンジニアコース）

訓練修了後
の関連職種

ウェブ・コンテンツ制作業（モバイル）の
セールス・エンジニア（営業）

コミュニケーション、グループディスカッション、キャリア
形成、キャリアコンサルティング（自己理解、自己評
価）、ビジネスマナー、電話応対、ＰＣ操作、顧客対応
（挨拶、身だしなみ、態度、言葉遣い、ＣＳ（Customer

Satisfaction））、PDCAの理解、企業活動（事業領域、組
織、経営理念、社是等）の理解、コンプライアンス

実技計  27.0時間

学科計  48.0時間

職務名又は教科名 職務又は教科の内容

学
科

座学等（Off-JT）計  75.0時間

有期実習型訓練合計  415.0時間

座
学
等

（
Ｏ
f
f
―

Ｊ
Ｔ

）

ＶＤＴ(Visual Display Terminals)作業、安全作業、衛生
管理、５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）、労働災害の
防止

オリエンテーション、ジョブ・カードによる能力評価（企
業評価、自己評価）

実
技

携帯電話事業者の概要の理解、モバイル端末の種
類・特徴の理解、最新の業界動向、モバイルサイトで
表現できるオブジェクトの理解、モバイルコンテンツ広
告の概要・手法、課金の仕組み、サイト障害の事例、
マーケティングの基本
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時　間
Off-JTの実

施主体
備考

安全衛生作業
他教科
に包含

会員管理 80

カスタマーサポート 80

サイトの運営・管理 100

サイト管理・マーケティン
グ情報の整理

80

職業能力基礎講習 12

安全衛生 3

企業倫理とコンプライア
ンス、セキュリティ、関連
法務、社内のガイドライ
ン

6

ウェブ・コンテンツ（モバ
イル）に関する理解

18

能力評価 9

安全衛生作業 3

営業サイト運営実務 24

学
科

座学等（Off-JT）計  75.0時間

有期実習型訓練合計  415.0時間

座
学
等

（
Ｏ
f
f
―

Ｊ
Ｔ

）

ジョブ・カード、パソコン一式、各種モバイル端末、各種開発ツール

ウェブ・コンテンツ制作（モバイル）科
（サイト運営コース）

訓練修了後
の関連職種

ウェブ・コンテンツ制作業（モバイル）の
サイト運営（ウェブ・マスター）担当者

コミュニケーション、グループディスカッション、キャリア
形成、キャリアコンサルティング（自己理解、自己評
価）、ビジネスマナー、電話応対、ＰＣ操作、顧客対応
（挨拶、身だしなみ、態度、言葉遣い、ＣＳ（Customer

Satisfaction））、PDCAの理解、企業活動（事業領域、組
織、経営理念、社是等）の理解、コンプライアンス

実技計  27.0時間

学科計  48.0時間

職務名又は教科名 職務又は教科の内容

企業人としてのビジネススキルを身につけ、ウェブサイト運営に関する基本的事項を理解し、サ
イトの運営者としての業務遂行能力を習得する。

ウェブ・コンテンツ制作（モバイル）業でのサイト運営管理者のアシスタント業務を通じて職務遂
行能力を向上させ、1人前のサイト運営管理者として職務遂行できる。

安全確保、整理整頓、ヒヤリハット対応・対策、危険予
知訓練(KYT)、衛生管理、伝染病対策、メンタルヘル
ス

マーケティングの基本の理解、情報整理・管理業務の
進捗管理と報告、障害や不意発見時の報告・対応補
助、コンテンツ利用状況の基本データの収集・分析補
助、自社コンテンツの評価情報の収集

利用規約の理解、会員情報の定期管理、会員データ
の推移、利用者層の分析、広告の親和性の分析、会
員管理業務の確認・チェック、トラブル発生時の連絡・
相談

仕 上 が り 像

ＶＤＴ(Visual Display Terminals)作業、安全作業、衛生
管理、５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）、労働災害の
防止

オリエンテーション、ジョブ・カードによる能力評価（企
業評価、自己評価）

実
技

携帯電話事業者の概要の理解、モバイル端末の種
類・特徴の理解、最新の業界動向、モバイルサイトで
表現できるオブジェクトの理解、モバイルコンテンツ広
告の概要・手法、課金の仕組み、会員規約（利用規
約）の解釈・理解、サイト障害の事例、マーケティング
の基本

有
期
実
習
型
訓
練
の
内
容

コンテンツ更新の運営管理項目・スケジュールの理
解、サイトの監視・チェック、更新作業補助、更新後の
動作確認、障害や不備発見時の報告・対応補助

主要な設備
機器、教材

ウェブ・コンテンツ制作（モバイル）科（サイト運営コース）訓練カリキュラム

訓 練 科 名 ( コ ー ス 名 )

訓 練 目 標

安全作業、衛生管理、施設管理、５Ｓ（整理、整頓、清
掃、清潔、躾）、労働災害の防止、リスクアセスメント、
メンタルヘルス

ロールプレイング（カスタマーサポート、クレーム対
応）、自社・他社コンテンツの評価、顧客情報の管理

実
習

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ

）

OJT計  340.0時間

自社の企業理念、職業倫理、個人情報管理、情報漏
えい対策、ウィルス等のリスク対策、ビジネス知識（業
界動向など）の収集、企業倫理とコンプライアンス、ＣＳ
Ｒ(Corporate Social Responsibility)、社内ガイドライン・
ルールの理解、その他関連法規

言葉遣いや対応態度、カスタマーサポートの業務フ
ローの理解、サポートマニュアルの理解、利用規約に
則った対応、難易度の高い問い合わせへの対応、サ
ポート情報の分析補助、関連部門への対応補助

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 
職業能力形成プログラム（有期実習型訓練）

のモデルカリキュラム集 
■ 

 

 

 2010 年度 資料シリーズ No.39「有期実習型訓練カリキュラム  

作成のためのモデルカリキュラム集」より訓練カリキュラムのみ

を抜粋したものです。 
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時　間
Off-JTの実

施主体
備考

実施設計／詳細設計実
習

340

安全衛生作業
各実習
に包含

職業能力基礎講習 6
新規採用時研

修同等

安全衛生 3

製図の基本知識 18

能力評価 10

安全衛生作業 6

ＣＡＤ基本実習 24

実施設計／詳細設計の
基本実習

18

学科計  37.0時間

図面の読み方、２次元・３次元ＣＡＤ、レイアウト設
計、製品設計、部品設計

５Ｓ活動、ＫＹ活動、労働安全衛生法、環境対策、廃
棄物処理

ビジネスマナー、コミュニケーション、チームワー
ク、企業活動（事業領域、組織、経営理念、社是等）
の理解、職業倫理とコンプライアンス、接遇（身だし
なみ、態度、CS（顧客満足））、ホスピタリティ

実技計  48.0時間

パソコンシステム（ソフトウェア含む）、製図用具一式、マテリアル・ハンドリング機器（各種ラック、パレタ
イザ・デパレタイザ、コンベア）

学
科

座学等（Off-JT）計  85.0時間

有期実習型訓練合計  425.0時間

座
学
等

（
Ｏ
f
f
―

Ｊ
Ｔ

）

ＣＡＤの概要、ＣＡＤシステム概要、基本操作、作
図・編集コマンドの使い方、作図

安全作業（５Ｓ活動、ＫＹ活動）、衛生管理実務、救
急法

オリエンテーション、能力評価（企業評価、自己評
価）

実
技

主要な設備
機器、教材

有
期
実
習
型
訓
練
の
内
容

マテリアル・ハンドリング業における設計に係る製図の基本的な業務ができる。

職務又は教科の内容

訓 練 目 標

図面の読み方、レイアウト設計、部品設計、製品設
計、設計管理

５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）、安全装置や保
護具の用途と安全作業（安全点検、ＫＹ）、労働災害
の防止、健康管理、リスクアセスメント

実
習

（
Ｏ
Ｊ

Ｔ

）

OJT計  340.0時間

職務名又は教科名

　職業意識の啓発を促し、社会人としての常識や心構えを身につけ、マテリアル・ハン
ドリング業について、実施設計／詳細設計に係る製図の基本的な知識と技術を習得す
る。

仕 上 が り 像

図面作成知識、製図関連JIS（「Z8310製図通則」、
B0001「機械製図」他）、CAD製図の基本事項（CADの
機能・用語・運用・活用技術）、CAD製図に関する日
本工業規格、CADの活用技術（CADシステムの種類・構
成、ハードウェア・ソフトウェア）

平成22年1月作成

マテリアル・ハンドリング実践科

（製図コース）

訓練修了後
の関連職種

マテリアル・ハンドリング業にお
ける実施設計／詳細設計の職種

マテリアル・ハンドリング実践科（製図コース）訓練カリキュラム

訓 練 科 名 ( コ ー ス 名 )
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時　間
Off-JTの実

施主体
備考

製造実習
（配膳・組立）

340

安全衛生作業
各実習
に包含

職業能力基礎講習 6
新規採用時研

修同等

安全衛生 3

配膳・組立の基本知識 15

能力評価 10

安全衛生作業 6

製造基本実習
（配膳・組立）

45

マテリアル・ハンドリング機器（各種ラック、パレタイザ・デパレタイザ、コンベア）、各種組立機械、各種器
工具、各種検査用測定器、各種材料、電子部品等

有期実習型訓練合計  425.0時間

座
学
等

（
Ｏ
f
f
―

Ｊ
Ｔ

）

実
技

仕 上 が り 像

主要な設備
機器、教材

平成22年1月作成

マテリアル・ハンドリング実践科

（組立コース）

訓練修了後
の関連職種

マテリアル・ハンドリング業にお
ける製造の職種

職務又は教科の内容

　職業意識の啓発を促し、社会人としての常識や心構えを身につけ、マテリアル・ハン
ドリング業について、製造に係る基本的な知識と技能を習得する。

マテリアル・ハンドリング業における製造に係る組立の基本的な業務ができる。

マテリアル・ハンドリング実践科（組立コース）訓練カリキュラム

訓 練 科 名 ( コ ー ス 名 )

訓 練 目 標

作業指示書の見方、加工・組立機械の種類・用途、各
種器工具使用法、各種材料及び電子部品等の取扱い・
取付方法、束・配線作業、検査方法（測定器の取扱い
法）

５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）、安全装置や保
護具の用途と安全作業（安全点検、ＫＹ）、労働災害
の防止、健康管理、リスクアセスメント

実
習

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ

） OJT計  340.0時間

安全作業（５Ｓ活動、ＫＹ活動）、衛生管理実務、救
急法

オリエンテーション、能力評価（企業評価、自己評
価）

有
期
実
習
型
訓
練
の
内
容

学
科

各種組立機械の取扱い、各種器工具使用法、図面の読
み方、配膳リストの見方、部品／製品の準備・組立
（配膳・組立）

５Ｓ活動、ＫＹ活動、労働安全衛生法、環境対策、廃
棄物処理

ビジネスマナー、コミュニケーション、チームワー
ク、企業活動（事業領域、組織、経営理念、社是等）
の理解、職業倫理とコンプライアンス、接遇（身だし
なみ、態度、CS（顧客満足））、ホスピタリティ

実技計  51.0時間

学科計  34.0時間

座学等（Off-JT）計  85.0時間

組立工程に関する一般的な知識、機械に関する一般的
な知識（機械の種類・形状・用途）、組立機に関する
概略的な知識（使用方法・機能・構造）、組立治具に
関する概略な知識（種類・形状・用途）、図面の読み
方に関する知識（機械図面・制御図面）、部品の種類
に関する知識（ボルト・ギヤ―等）、工具の使い方、
社内の現場ルール・規定

職務名又は教科名
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※ホームヘルパー取得OJT特化型

時　間
Off-JTの実

施主体
備考

介護サービス実習 230

資格取得まで

職員同行（常
時）、施設内
OJT訓練含む

車両サービス実習 25 同上

安全衛生作業

各サー
ビス実
習に包

含

職業能力基礎講習 12
新規採用時研
修同等

安全衛生 6

躾（正しい服

装、正しい作
業手順、清掃
等の決められ

たことを正し
く守る習慣を

身に付けるこ
と）

社会福祉と関連基
礎知識

介護の基礎知識

能力評価 10

安全衛生作業 12

介護技術Ⅰ
（基礎実技）

42
外部研修機関

または社内研

修

ホームヘル

パー２級に必
要な時間数
（社内実施の

場合は必要時
間数）

介護技術Ⅱ
（見学実習）

30
外部研修機関

または社内研

修

ホームヘル
パー２級に必
要な時間数

（社内実施の
場合は必要時
間数）

実
習

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ

）

観察・記録・分析・報告、体位変換、清潔の介助（入
浴・清拭・洗髪等）、更衣介助、身体の整容介助（洗
面・口腔ケア・整髪・化粧等）、外出介助、コミュニ
ケーション、環境整備（シーツ交換・身辺整理・清掃・
環境調整）、家事（食事、洗濯、掃除）

職務名又は教科名 職務又は教科の内容

主要な設備
機器、教材

学
科

学科計  86.0時間

社会福祉概論（制度、サービス）、介護概論、ホームヘ
ルプサービス概論、高齢者及び障害者の障害・疾病の理
解、医学の基礎知識、介護保険の基礎知識、在宅介護の
基礎知識、生活援助（家事援助、住宅・福祉用具に関す
る知識）

相談援助とケア計画の作成と記録・報告、介護事例検
討、リハビリテーション医療の基礎知識、基本介護技術
の進め方、介護事例研究の進め方

調理実習場、介護実習場、入浴実習場、洗濯・乾燥室、トイレ設備、シャンプー台、調理台、入浴装置、電動
ベット、車椅子、リフトチェア、ストレッチャー、実習用モデル人形、介護用具類、浴室用具類、寝具類、家
事・調理用具類他

緊急時の対応（心肺蘇生、ＡＥＤ操作方法）

オリエンテーション、能力評価（企業評価、自己評価）

実
技

仕 上 が り 像

有
期
実
習
型
訓
練
の
内
容

有期実習型訓練合計  425.0時間

座学等（Off-JT）計  170.0時間

訪問介護サービス、通所介護
サービス、訪問入浴サービ
ス、施設介護サービス

　職業意識の啓発を促し、ヒューマンスキル及びビジネスマナーを身につけ、
在宅介護業における社会福祉の対象及び介護保険の基礎知識を理解し、日常生
活を営むことに支障のある方の生活自立を支援する介護業務に必要な知識と技
能を習得する。

車両管理、車両運行、送迎

座
学
等

（
Ｏ
f
f
―

Ｊ
Ｔ

）

安全確保、衛生管理、施設管理、環境対策、トラブル未
然防止、道路交通法の遵守

日常生活を営むことに支援を必要としている高齢者や障害者に対して、生活自
立を支援する基本的な介護業務ができる。

介護サービス実践科（６ヵ月コース）訓練カリキュラム

訓 練 科 名 ( コ ー ス 名 )

訓 練 目 標

施設介護実習（２日間）、ホームヘルプサービス同行訪
問（２日間）、在宅サービス提供現場見学（１日）、介
護事例検討による演習

５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）、安全衛生、健康
管理、救急法、メンタルヘルス

平成22年2月作成

介護サービス実践科
（６ヵ月コース）

訓練修了後
の関連職種

実技計  84.0時間

OJT計  255.0時間

共感的理解と基本的態度の形成、レクリェーション体
験、基本介護技術（生活環境の整備（ベットメイキング
等）、衣類着脱の介護、姿勢と体位交換の介助、身体の
清潔介助、食事介助、排泄介助）、介護調理実習

58
外部研修機関

または社内研

修

ホームヘル

パー２級に必
要な時間数
（社内実施の

場合は必要時
間数）

企業活動（事業領域、組織、経営理念、社是等）の理
解、ビジネスマナー、コミュニケーション（挨拶、言葉
遣い）、チームワーク、社会福祉理念、職業倫理とコン
プライアンス、電話対応、接遇（身だしなみ、態度、CS
（Customer Satisfaction：顧客満足））、ホスピタリ
ティ
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※ホームヘルパー取得Off-JT特化型

時　間
Off-JTの実

施主体
備考

介護サービス実習 39

資格取得まで

職員同行（常

時）、施設内

OJT訓練含む

車両サービス実習 4 同上

安全衛生作業
各サー
ビスに
包含

職業能力基礎講習 12
新規採用時研

修同等

安全衛生 6

躾（正しい服

装、正しい作

業手順、清掃

等の決められ

たことを正し

く守る習慣を

身に付けるこ

と）

社会福祉と関連基礎
知識

介護の基礎知識

能力評価 10

安全衛生作業 14

介護技術Ⅰ
（基礎実技）

42
外部研修機関

または社内研

修

ホームヘル

パー２級に必

要な時間数

（社内実施の

場合は必要時

間数）

介護技術Ⅱ
（見学実習）

30
外部研修機関

または社内研

修

ホームヘル

パー２級に必

要な時間数

（社内実施の

場合は必要時
間数）

実
習

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ

）

観察・記録・分析・報告、体位変換、清潔の介助（入浴・
清拭・洗髪等）、更衣介助、身体の整容介助（洗面・口腔
ケア・整髪・化粧等）、外出介助、コミュニケーション、
環境整備（シーツ交換・身辺整理・清掃・環境調整）、家
事（食事、洗濯、掃除）

職務名又は教科名 職務又は教科の内容

主要な設備
機器、教材

学
科

学科計  86.0時間

社会福祉概論（制度、サービス）、介護概論、ホームヘル
プサービス概論、高齢者及び障害者の障害・疾病の理解、
医学の基礎知識、介護保険の基礎知識、在宅介護の基礎知
識、生活援助（家事援助、住宅・福祉用具に関する知識）

相談援助とケア計画の作成と記録・報告、介護事例検討、
リハビリテーション医療の基礎知識、基本介護技術の進め
方、介護事例研究の進め方

調理実習場、介護実習場、入浴実習場、洗濯・乾燥室、トイレ設備、シャンプー台、調理台、入浴装置、電動ベッ
ト、車椅子、リフトチェア、ストレッチャー、実習用モデル人形、介護用具類、浴室用具類、寝具類、家事・調理
用具類他

緊急時の対応（心肺蘇生、ＡＥＤ操作方法）

オリエンテーション、能力評価（企業評価、自己評価）

実
技

仕 上 が り 像

有
期
実
習
型
訓
練
の
内
容

有期実習型訓練合計  215.0時間

座学等（Off-JT）計  172.0時間

訪問介護サービス、通所介護
サービス、訪問入浴サービ
ス、施設介護サービス

　職業意識の啓発を促し、ヒューマンスキル及びビジネスマナーを身につけ、在
宅介護業における社会福祉の対象及び介護保険の基礎知識を理解し、日常生活を
営むことに支障のある方の生活自立を支援する介護業務に必要な知識と技能を習
得する。

車両管理、車両運行、送迎

座
学
等

（
Ｏ
f
f
―

Ｊ
Ｔ

）

安全確保、衛生管理、施設管理、環境対策、トラブル未然
防止、道路交通法の遵守

日常生活を営むことに支援を必要としている高齢者や障害者に対して、生活自立
を支援する基本的な介護業務ができる。

介護サービス科（３ヵ月コース）訓練カリキュラム

訓 練 科 名 ( コ ー ス 名 )

訓 練 目 標

施設介護実習（２日間）、ホームヘルプサービス同行訪問
（２日間）、在宅サービス提供現場見学（１日）、介護事
例検討による演習

５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）、安全衛生、健康管
理、救急法、メンタルヘルス

平成22年2月作成

介護サービス科
（３ヵ月コース）

訓練修了後
の関連職種

実技計  86.0時間

OJT計  43.0時間

共感的理解と基本的態度の形成、レクリェーション体験、
基本介護技術（生活環境の整備（ベットメイキング等）、
衣類着脱の介護、姿勢と体位交換の介助、身体の清潔介
助、食事介助、排泄介助）、介護調理実習

58
外部研修機関

または社内研

修

ホームヘル

パー２級に必

要な時間数

（社内実施の

場合は必要時

間数）

企業活動（事業領域、組織、経営理念、社是等）の理解、
ビジネスマナー、コミュニケーション（挨拶、言葉遣
い）、チームワーク、社会福祉理念、職業倫理とコンプラ
イアンス、電話対応、接遇（身だしなみ、態度、CS
（Customer Satisfaction：顧客満足））、ホスピタリティ

 

 



  

－77－ 

時　間
Off-JTの実

施主体
備考

射出成形作業

ブロー成形作業

仕上げ作業

安全衛生作業
実習に
包含

職業能力基礎講習 12
新規採用時
研修同等

安全衛生 3

プラスチック製品製造
業の基本知識

12
OJT前の基本
知識の付与

能力評価 10

安全衛生作業 12

射出成形基本実習

ブロー成形基本実習

仕上げ基本実習

射出成形機、ブロー成形機、定温乾燥機、混合機、スクラップ粉砕機、金型温度調節機、タブレット機、高周波予熱機、両頭
グラインダ、バブ研磨機、タッピングボール盤、電気ドリル、万能材料試験機、かたさ試験機、熱変形試験機、超絶縁抵抗試
験機、万能投影機、三次元測定機、空気圧縮機、パイプヒータ、工具及び用具類

【自企業で
中心となる
作業毎に教
科及び内
容、時間を
選択・変
更・削除
（カスタマ
イズ）し、
構成す
る。】

各種作業工具の使用法、成形品の取扱、基本的な手仕上
げ加工

プラスチック成形の概論・理論、射出成形機・ブロー成
形機・周辺機器・金型の基本知識（機能、構造、危険箇
所の取扱い）、汎用プラスチックの種類・性質、予備乾
燥、成形条件の設定知識、成形不良現象、製品毎の成形
工程の注意点、測定器具、重量物の取扱い方法、手作業
による仕上げ加工、仕上げ加工の各種作業工具の使用
法、日常点検

安全活動（５S、KYT、ヒヤリハット）、QC活動、衛生管
理実務、救急法（心肺蘇生、AED操作方法）

オリエンテーション、能力評価（企業評価、自己評価）

340

36

OJT前の基本
技能・技術の
付与

【自企業で中
心となる作業
毎に教科及び
内容、時間を
選択・変更・削
除（カスタマイ
ズ）し、構成す
る。】

５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）、安全装置や保護
具の用途と安全作業（安全点検、ＫＹ）、QC、労働災害
の防止、健康管理、メンタルヘルス、リスクアセスメン
ト、環境問題、製造物責任（PL）

　職業意識の啓発を促し、社会人としての常識や心構えを身につけ、プラスチック製品製
造業の成形職務に係る基本的な知識と技能を習得する。

職務名又は教科名 職務又は教科の内容

OJT計  340.0時間

安全活動（５S、KYT、ヒヤリハット）、QC活動、労働安
全衛生法、環境対策、廃棄物処理

射出成形機の機能・構造・危険個所、射出成形機・周辺
機器・金型加工器具の始業点検、作業工程理解・チェッ
ク、成形材料乾燥、射出成形金型片付け、スクラップの
リサイクル・廃棄、成形品検査（目視検査、ノギス等で
の測定）

　プラスチック製品製造業における成形に係る基本的な業務ができる。

プラスチック製品製造実践科（成形コース）訓練カリキュラム

訓 練 科 名 ( コ ー ス 名 )

訓 練 目 標

射出成形機の機能・構造・危険個所、射出成形機・周辺
機器・金型加工器具の始業点検、作業工程理解・チェッ
ク、成形材料乾燥、射出成形金型片付け、スクラップの
リサイクル・廃棄、成形品検査（目視検査、ノギス等で
の測定）

仕 上 が り 像

有期実習型訓練合計  425.0時間

平成22年2月作成

プラスチック製品製造実践科
（成形コース）

訓練修了後
の関連職種

プラスチック製品製造業にお
ける成形の職務

ブロー成形機の機能・構造・危険個所、ブロー成形機・
周辺機器・金型加工治具の始業点検、作業工程理解・
チェック、大バリ取り、冷却作業、ブロー成形金型・加
工治具の整理整頓、スクラップのリサイクル・廃棄、成
形品検査

ビジネスマナー、コミュニケーション、チームワーク、
企業活動（事業領域、組織、経営理念、社是等）の理
解、職業倫理とコンプライアンス、接遇（身だしなみ、
態度、CS（顧客満足））、ホスピタリティ

実技計  48.0時間

学科計  37.0時間

ブロー成形機の機能・構造・危険個所、ブロー成形機・
周辺機器・金型加工治具の始業点検、作業工程理解・
チェック、大バリ取り、冷却作業、ブロー成形金型・加
工治具の整理整頓、スクラップのリサイクル・廃棄、成
形品検査

各種作業工具の使用法、成形品の取扱、基本的な手仕上
げ加工

主要な設備
機器、教材

有
期
実
習
型
訓
練
の
内
容

学
科

座学等（Off-JT）計  85.0時間

実
習

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ

）

実
技

座
学
等

（
Ｏ
f
f
―

Ｊ
Ｔ

）

 



  

－78－ 

時　間
Off-JTの実

施主体
備考

二次加工作業

組立て作業

包装作業

安全衛生作業
他の実
習に包
含

職業能力基礎講習 12
新規採用時研

修同等

安全衛生 3

プラスチック製品製造
業の基本知識

12
OJT前の基本知

識の付与

能力評価 10

安全衛生作業 12

二次加工基本実習

組立て基本実習

包装基本実習

仕 上 が り 像

めっき装置、ホットスタンプ機械、ローラー式熱転写機 、組立て機、治具、包装・荷造り機械、工具及び用具類
主要な設備
機器、教材

塗装・めっき・印刷・ホットスタンピング・シール貼
り・ウレタン・ゴムスポンジ貼りの加工方法、作業手
順の理解、製品の材料特徴ごとの作業、接着・溶着・
ネジ止め・嵌合・かしめ等の作業

学
科

座学等（Off-JT）計  85.0時間

有期実習型訓練合計  425.0時間

有
期
実
習
型
訓
練
の
内
容

ビジネスマナー、コミュニケーション、チームワー
ク、企業活動（事業領域、組織、経営理念、社是等）
の理解、職業倫理とコンプライアンス、接遇（身だし
なみ、態度、CS（顧客満足））、ホスピタリティ

実技計  48.0時間

学科計  37.0時間

職務名又は教科名 職務又は教科の内容

座
学
等

（
Ｏ
f
f
―

Ｊ
Ｔ

）

平成22年2月作成

プラスチック製品製造実践科
（二次加工・組立て・包装コース）

訓練修了後
の関連職種

プラスチック製品製造業にお
ける二次加工・組立て・包装
の職務

　職業意識の啓発を促し、社会人としての常識や心構えを身につけ、プラスチック製品
製造業の二次加工・組立て・包装職務に係る基本的な知識と技能を習得する。

包装・荷造り機械の構造・取り扱い法、作業工程の理
解、輸送時の安全性、荷姿・表示ルール

組立て手順、治具の理解、組立て機に関する知識・取
り扱い、必要作業工具の使用方法、異常時の対応

340

　プラスチック製品製造業における二次加工・組立て・包装に係る基本的な業務ができ
る。

プラスチック製品製造実践科（二次加工・組立て・包装コース）訓練カリキュラム

訓 練 科 名 ( コ ー ス 名 )

訓 練 目 標

包装・荷造り機械の構造・取り扱い法、作業工程の理
解、輸送時の安全性、荷姿・表示ルール

５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）、安全装置や保
護具の用途と安全作業（安全点検、ＫＹ）、QC、労働
災害の防止、健康管理、メンタルヘルス、リスクアセ
スメント、環境問題、製造物責任（PL）

実
習

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ

）

OJT計  340.0時間

安全活動（５S、KYT、ヒヤリハット）、QC活動、労働
安全衛生法、環境対策、廃棄物処理

実
技

【自企業で中

心となる作業

毎に教科及び

内容、時間を

選択・変更・

削除（カスタ

マイズ）し、

構成する。】

組立て手順、治具の理解、組立て機に関する知識・取
り扱い、必要作業工具の使用方法、異常時の対応

塗装・めっき・印刷・ホットスタンピング・シール貼
り・ウレタン・ゴムスポンジ貼りの加工方法、作業手
順の理解、製品の材料特徴ごとの作業、接着・溶着・
ネジ止め・嵌合・かしめ等の作業

OJT前の基本技

能・技術の付与

【自企業で中心と

なる作業毎に教

科及び内容、時

間を選択・変更・

削除（カスタマイ

ズ）し、構成す

る。】

36

プラスチック成形の概論・理論、射出成形機・ブロー
成形機・周辺機器・金型の基本知識（機能、構造、危
険箇所の取扱い）、汎用プラスチックの種類・性質、
予備乾燥、成形条件の設定知識、成形不良現象、製品
毎の成形工程の注意点、測定器具、重量物の取扱い方
法、手作業による仕上げ加工、仕上げ加工の各種作業
工具の使用法、日常点検

安全活動（５S、KYT、ヒヤリハット）、QC活動、衛生
管理実務、救急法（心肺蘇生、AED操作方法）

オリエンテーション、能力評価（企業評価、自己評
価）

 

 

 



  

－79－ 

時　間
Off-JTの実

施主体
備考

他作業に包
含

96
各工程3日（24
時間）程度想
定

①鍛造前作業
（受入検査、材料検
査、切断）

②鍛造作業
（加熱、段取り、鍛
造）

③仕上げ作業
（熱処理、仕上げ）

④検査作業
（最終検査・出荷前検
査）

9
新規採用時
研修同等

6

12

10

6

42 指定講習機関

各種資格・免

許から作業に

必要な優先度

により選択

鍛造実践科（基礎コース）訓練カリキュラム

実
技

安全衛生作業

必須実技
（特別教育、技能講習）

学
科

職業能力基礎講習

フォークリフト運転技能講習、玉掛け技能講習、粉じん作業特別教育、
各種クレーン運転士など

OJT計  340.0時間

実技計  48.0時間

仕 上 が り 像

有
期
実
習
型
訓
練
の
内
容

職務名又は教科名

実
習

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ

）

安全衛生作業

鍛造工程の短期体験

重
点
工
程
を
選
択
・
時
間
数
の
調
整

座
学
等

（
Ｏ
f
f
―

Ｊ
Ｔ

）

切断機（シャー・鋸）、鍛造設備（加熱炉、鍛造機械等）、熱処理装置（熱処理炉、熱処理そう等）、ロ
ボット、空気圧縮装置、ドロップハンマ、空気ハンマ、スプリングハンマ、トリミングプレス、ショットブ
ラスト，冷間鍛造機、圧接機、旋盤、直立・卓上ボール盤、立てフライス盤、金切りのこ盤、ガス溶接機、
両頭グラインダ、グラインダ（ディスク・ハンド・空気）、電気ドリル、高速度といし、金型交換機、金属
試料研磨盤、磁気探傷機、温度測定器、材料試験機、衝撃試験機、かたさ試験機、表面あらさ測定機、金属
顕微鏡、重量物運搬車、フォークリフト、各種工具・用具類その他

安全衛生

鍛造業の基本知識
（鍛造業の概要、工程、鍛
造技術）

能力評価

学科計  37.0時間

オリエンテーション、ジョブカードによる能力評価（企業評価、自己評
価）

座学等（Off-JT）計  85.0時間

安全活動（５Ｓ、ＫＹＴ、ヒアリハット）、QC活動、衛生管理実務、救
急処置、安全装置や保護具の取扱い、救急法（心肺蘇生、ＡＥＤ操作方
法）

作業基準の理解、熱処理に関する設備・液（水、油、焼き入れ液等）の
理解、熱処理作業補助、熱処理状態の監視・検査
ショットブラスト作業・コイニング作業の段取り・作業補助、矯正作業
補助、防錆作業、バフ研磨作業、設備保全

現場特有の安全のポイント、職場のルール、安全確保、整理整頓、ヒヤ
リハット対応・対策、工具・機器の適正な取扱い、危険予知訓練
(KYT)、危険物の取扱い、手信号の理解

職務又は教科の内容

主要な設備
機器、教材

製造現場の安全衛生、５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・しつけ）、危険
予知訓練(KYT)、労働安全衛生法、危険物の取扱い、労働災害の防止、
健康管理、メンタルヘルス

鍛造の概要（歴史、長所・短所、分類、鍛造加工、用途、材料等）、業
界動向、環境問題、製造物責任（PL）、鍛造材料の特性と加熱温度（ス
ケール）、各種鍛造方法とその特性、鍛造の工程（熱処理、検査、金型
設計・製作・保守、生産管理、品質管理、設備管理、環境と関連法
規）、ＪＩＳ

訓練修了後
の関連職種

鍛造業における技能系の職種

　職業意識の啓発を促し、社会人としての常識や心構えを身につけ、鍛造業における業務・製品の流れ及び労働
安全衛生について理解するとともに、作業に必要な基本的な知識と技能を習得する。（鍛造工程全体の仕事を体
験し適性などを考慮し、当面企業側の必要性により配置することになるが、将来的にはローテーションを踏まえ
て全工程を理解できる中核人材育成を目指す。）

有期実習型訓練合計  425.0時間

下記①～④の工程に短期に配置し体験学習を行い鍛造工程の全体像を理
解し、併せて、企業の要望、適性や本人の希望などを参考に配置を見極
める。

　鍛造業に関する業務・製品の流れを理解し、検査作業など比較的危険度の少ない作業については、一定期間の
基礎教育受講後は自身で取組み、加熱・鍛造、熱処理などの難易度や危険度の高い作業については、監督者の指
導の下、作業遂行ができる。
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※１　ハン
マ型などの
鍛造方式に
ついては企
業鍛造方式
に併せて構
成する。

※２　鍛造
工程の短期
体験と本人
と会社側の
相談により
①～④の工
程を絞り込
んで編成す
る。

ビジネスマナー、コミュニケーション、チームワーク、企業活動（事業
領域、組織、経営理念、社是等）の理解、職業倫理とコンプライアン
ス、接遇（身だしなみ、態度、ＣＳ（顧客満足）、ホスピタリティ

平成22年2月作成

鍛造実践科
（基礎コース）

作業基準の理解、鍛造品の仕様・品質の理解、試打検査作業、外観・寸
法・硬度検査作業、非破壊検査作業、最終検査作業、設備保全

作業基準の理解、加熱方法の理解、金型等の段取り補助、指導の下によ
る条件設定・加熱作業補助、加熱状況の監視、鍛造方法の理解、各種機
器の取扱い、材料・離型剤などの理解、外観チェック、トラブルの発
見、設備保全

材料の受入作業補助、作業基準の理解、受入検査作業、測定器の取扱い
と測定方法
切断作業の概要、切断機の取扱い、基本的な段取り作業補助、切断品の
検査、設備保全

訓 練 科 名
( コ ー ス 名 )

訓 練 目 標

 

 

 

 

 

 



  

－80－ 

時　間
Off-JTの実

施主体
備考

機械加工作業

プレス加工作業

安全衛生作業
他の実
習に包

含

職業能力基礎講習 9
新規採用時
研修同等

安全衛生 3

機械加工の基本知識 3
OJT前の基本
知識の付与

プレス加工の基本知識 3
OJT前の基本
知識の付与

能力評価 10

安全衛生作業 9

機械加工基本実技 24
OJT前の基本
技能・技術
の付与

プレス加工基本実技 24
OJT前の基本
技能・技術
の付与

安全活動（５S、KYT、ヒヤリハット）、QC活動、労働
安全衛生法、環境対策、廃棄物処理

軽金属製品製造実践科（加工コース）訓練カリキュラム

訓 練 科 名 ( コ ー ス 名 )

訓 練 目 標

工作機械（旋盤・フライス盤・研削加工・NC旋盤・マシニングセンタ）、プレス機械、金型（せん段型、曲げ
型、絞り型）、金型取り付け工具（スパナ類、クランプ等）、測定具

平成22年3月作成

軽金属製品製造実践科
（加工コース）

訓練修了後
の関連職種

軽金属製品製造業における加工
（機械加工、プレス加工）の職務

　職業意識の啓発を促し、社会人としての常識や心構えを身につけ、軽金属製品製造業
の機械加工及びプレス加工に係る基本的な知識と技能を習得する。

仕 上 が り 像

プレス機械の種類・構造・特徴・仕様・能力・操作・
点検・整備、プレス機械の安全装置の種類・構造・機
能、プレス加工に関する関係法令、安全作業法、金型
の構造・機能・種類・特徴・取扱（取付け・取外
し）、外観検査、各種測定器による測定

学科計  28.0時間

職務又は教科の内容

機械加工装置の種類・構造・特徴・仕様・能力・操
作・点検・整備、機械加工装置の安全装置の種類・構
造・機能、外観検査、各種測定器による測定

職務名又は教科名

　軽金属製品製造業における機械加工及びプレス加工に係る基本的な業務ができる。

工作機械加工一般、機械要素、機械工作報、軽金属の
知識・種類・性質、材料力学、製図（JIS規格「図示
法・材料記号・はめあい方式」）

自企業で中心

となる作業毎

に教科及び内

容を選択・削

除（カスタマ

イズ）、時間

を変更し、設

定する。

340

５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）、安全装置や保
護具の用途と安全作業（安全点検、ＫＹ）、QC、労働
災害の防止、健康管理、メンタルヘルス、リスクアセ
スメント、環境問題、製造物責任（PL）

実
習

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ

）

座
学
等

（
Ｏ
f
f
―

Ｊ
Ｔ

）

安全活動（５S、KYT、ヒヤリハット）、QC活動、衛生
管理実務、救急法（心肺蘇生、AED操作方法）

オリエンテーション、能力評価（企業評価、自己評
価）、製図（JIS規格「図示法・材料記号・はめあい
方式」）

実
技

金属プレス加工法に関する知識（金属成形機械の種
類、加工方法、金型の種類・構造・機能、潤滑方
式）、軽金属の知識・種類・性質、表面欠陥

各種測定器による測定、測定器名称、仕上工具名称、
切削加工用工具・チャック・バイス・保持具の用途、
機械加工の種類・特徴（旋盤・フライス盤・研削加
工・NC旋盤・マシニングセンタ）、機械加工装置の種
類・構造と特徴、機械加工装置の仕様・能力、機械加
工装置の安全装置の種類・構造及び機能、機械加工装
置の点検、機械加工装置の安全作業法

プレス加工の種類・特徴（せん断・曲げ・成形加
工）、プレス機械の種類・構造と特徴、プレス機械の
仕様・能力、プレス機械の安全装置の種類・構造及び
機能、プレス機械の点検、プレス加工に関する関係法
令、プレス機械の安全作業法、金型の基本構造と機
能、金型の種類と特徴、金型の取扱い、金型の取付
け・取外し

OJT計  340.0時間

主要な設備
機器、教材

有
期
実
習
型
訓
練
の
内
容

実技計  57.0時間

ビジネスマナー、コミュニケーション、チームワー
ク、企業活動（事業領域、組織、経営理念、社是等）
の理解、職業倫理とコンプライアンス、接遇（身だし
なみ、態度、CS（顧客満足））、ホスピタリティ

学
科

座学等（Off-JT）計  85.0時間

有期実習型訓練合計  425.0時間

 

 

 



  

－81－ 

時　間
Off-JTの実

施主体
備考

マスキング作業 20

表面処理加工作業 320

自企業で中心

となる作業毎

に教科及び内

容を選択・削

除（カスタマ

イズ）、時間

を変更し、設

定する。

安全衛生作業
他の実
習に包

含

職業能力基礎講習 6
新規採用時
研修同等

安全衛生 2

表面処理の基礎知識 10
OJT前の基本
知識の付与

能力評価 10

安全衛生作業 9

表面処理加工基本実技 48
OJT前の基本
技能・技術
の付与

５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）、安全装置や保
護具の用途と安全作業（安全点検、ＫＹ）、QC、労働
災害の防止、健康管理、メンタルヘルス、リスクアセ
スメント、環境問題、製造物責任（PL）

機械的前処理作業（機械研磨・ブラスト加工）の目
的・手順、ラッキング・アンラッキング作業の目的・
手順、前処理（脱脂・エッチング・デスマット・電解
研磨・化学研磨・化学梨地・電解梨地）の目的・手
順、陽極酸化処理作業の目的・手順、後処理作業（封
孔処理・湯洗・塗装・電解着色・染色・印刷）の目
的・手順、清掃除去、治具の取扱・整備、電解設備取
扱・整備、塗装・硬化剤・有機溶剤の取扱

電気及び電気化学、陽極酸化処理（日本工業規格・種
類・性質・用途）、軽金属に関する知識・種類・性
質、陽極酸化処理に使用する材料・薬品、各種工程に
関する知識（マスキング工程、機械研磨工程、ブラス
ト加工工程、ラッキング・アンラッキング工程、脱脂
工程、エッチング工程、デスマット処理工程、電解研
磨工程、化学研磨工程、梨地工程、封孔工程、湯洗工
程、塗装工程、着色工程、染色工程、印刷工程）

安全活動（５S、KYT、ヒヤリハット）、QC活動、衛生
管理実務、救急法（心肺蘇生、AED操作方法）

有期実習型訓練合計  425.0時間

主要な設備
機器、教材

軽金属製品製造実践科（表面処理コース）訓練カリキュラム

訓 練 科 名 ( コ ー ス 名 )

訓 練 目 標

仕 上 が り 像

機械的前処理作業（機械研磨・ブラスト加工）の目
的・手順、ラッキング・アンラッキング作業の目的・
手順、前処理（脱脂・エッチング・デスマット・電解
研磨・化学研磨・化学梨地・電解梨地）の目的・手
順、陽極酸化処理作業の目的・手順、後処理作業（封
孔処理・湯洗・塗装・電解着色・染色・印刷）の目
的・手順、清掃除去、治具の取扱・整備、電解設備取
扱・整備、塗装・硬化剤・有機溶剤の取扱

作業目的・作業段取り・外観検査、乾燥設備の使用方
法

職務名又は教科名

座学等（Off-JT）計  85.0時間

有
期
実
習
型
訓
練
の
内
容

ビジネスマナー、コミュニケーション、チームワー
ク、企業活動（事業領域、組織、経営理念、社是等）
の理解、職業倫理とコンプライアンス、接遇（身だし
なみ、態度、CS（顧客満足））、ホスピタリティ

実技計  57.0時間

学科計  28.0時間

職務又は教科の内容

実
技

OJT計  340.0時間

学
科

実
習

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ

）

オリエンテーション、能力評価（企業評価、自己評
価）

陽極酸化装置、静電粉体塗装装置、各種表面処理剤、乾燥機、純水機、濾過器、ヒーター、引掛治具

座
学
等

（
Ｏ
f
f
―

Ｊ
Ｔ

）

平成22年3月作成

軽金属製品製造実践科
（表面処理コース）

訓練修了後
の関連職種

軽金属製品製造業における表
面処理に係る職務

　職業意識の啓発を促し、社会人としての常識や心構えを身につけ、軽金属製品製造業
の表面処理に係る基本的な知識と技能を習得する。

　軽金属製品製造業における表面処理に係る基本的な業務ができる。

安全活動（５S、KYT、ヒヤリハット）、QC活動、労働
安全衛生法、環境対策、廃棄物処理

 
 



  

－82－ 

時　間
Off-JTの実

施主体
備考

組立作業 135

運搬・梱包作業 135

品質管理（受入検
査作業）

70

安全衛生作業
他の実
習に包
含

職業能力基礎講習 3
新規採用時
研修同等

安全衛生 3

組立／運搬・梱包
／品質管理の基本
知識

6

OJT前の基本
知識の付与

能力評価 10

安全衛生作業 4

組立基本実技

運搬・梱包基本実
技

品質管理（受入検
査作業）基本実技

必須実技
（特別教育、技能
講習）

53
指定講習機
関

各種資格・免

許から作業に

必要な優先度

により選択

軽金属製品製造実践科（組立／運搬・梱包／品質管理コース）訓練カリキュラム

訓 練 科 名 ( コ ー ス 名 )

訓 練 目 標

運搬・保管・梱包・包装作業段取り、アルミニウム材・製品の取
扱い、運搬・保管・梱包作業機械・機器・用具・車両の取扱い・
点検・整備、梱包・包装材料、外観検査（種類・形状・数量・キ
ズ）

５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）、安全装置や保護具の用途
と安全作業（安全点検、ＫＹ）、労働災害の防止、健康管理、リ
スクアセスメント、環境問題、製造物責任（PL）有

期
実
習
型
訓
練
の
内
容

ビジネスマナー、コミュニケーション、企業活動（事業領域、組
織、経営理念、社是等）の理解、職業倫理とコンプライアンス、
電話対応、接遇（身だしなみ、態度、CS（顧客満足））、ホスピ
タリティ

実技計  63.0時間

フォークリフト運転技能講習、玉掛け技能講習など

実
習

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ

）

OJT計  340.0時間

安全活動（５S、KYT、ヒヤリハット）、QC活動、労働安全衛生
法、環境対策、廃棄物処理

仕 上 が り 像

組立工程に関する知識、機械に関する知識（種類・形状・用
途）、組立機の使用方法・機能・構造、組立治具の種類・形状・
用途、包装の分類・用語・機械・器工具・包装方法・品質管理、
包装の材料及び容器、製函・梱包作業方法、品質管理に関する知
識（考え方・進め方・規格に関する知識）、受入検査の検査項目
と合否判定基準、受入検査の検査票の様式と記録方法、測定機器
に関する知識

安全活動（５S、KYT、ヒヤリハット）、衛生管理実務、救急法
（心肺蘇生、AED操作方法）

オリエンテーション、能力評価（企業評価、自己評価）

実
技

受入検査の作業目的、受入検査の段取り、外観検査（キズ・打
痕・寸法・変形）、測定技法

平成22年3月作成

軽金属製品製造実践科
（組立／運搬・梱包／品質管理コース）

訓練修了後
の関連職種

軽金属製品製造業における組
立／運搬・梱包／品質管理の
職務

　職業意識の啓発を促し、社会人としての常識や心構えを身につけ、軽金属製品製造業の組立／運
搬・梱包／品質管理に係る基本的な知識と技能を習得する。

　軽金属製品製造業における組立／運搬・梱包／品質管理に係る基本的な業務ができる。

自企業で中
心となる作
業毎に教科
及び内容を
選択・削除
（カスタマ
イズ）、時
間を変更
し、設定す
る。

6

OJT前の基本知

識の付与

自企業で中心

となる作業毎

に教科及び内

容を選択・削

除（カスタマ

イズ）、時間

を変更し、設

定する。

職務名又は教科名 職務又は教科の内容

受入検査の作業目的、受入検査の段取り、外観検査（キズ・打
痕・寸法・変形）、測定技法

部品組立の作業目的、部品組立作業段取り、組立機械・機器の取
扱い・点検・整備、外観検査（形状・キズ）

部品組立の作業目的、部品組立作業段取り、組立機械・機器の取
扱い・点検・整備、外観検査（形状・キズ）

運搬・保管・梱包・包装作業段取り、アルミニウム材・製品の取
扱い、運搬・保管・梱包作業機械・機器・用具・車両の取扱い・
点検・整備、梱包・包装材料、外観検査（種類・形状・数量・キ
ズ）

移動式クレーン、フォークリフト、荷役用具類、パレット、組立機械、組立器具、梱包・包装材料

学
科

座学等（Off-JT）計  85.0時間

有期実習型訓練合計  425.0時間

座
学
等

（
Ｏ
f
f
―

Ｊ
Ｔ

）

主要な設備
機器、教材

学科計  22.0時間
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   能力開発研究センター刊行物検索」から閲覧、ダウンロードができます。 

            URL： http://www.tetras.uitec.ehdo.go.jp/    

    

   （2011年10月１日より以下のURLに変更となります） 

                     URL： http://www.tetras.uitec.jeed.or.jp/  
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